まれ 

ん 稀であって、 彼等の 多く は、 たまたま 職業 を 其処に 

みいだした のであって、 それから 後 は 無論の こと 職業 

意識 を もって 説教 をし、 燃える ような 野心 を もって 

うわやく あとがま ねら みょうれい ざんげ 

上役の 後釜 を覘 み、 妙齢の 婦女子の 懺悔 を 聴き 病気 

見舞と 称する 慰撫 を こころみて、 心中 ひそかに 怪しげ 

なる 情念に 酔い しれる の を 喜んだ。 柿 丘 秋郎の 正体 も 

つきつめて 見れば、 此の 種の 人物だった が、 割合に 

しょう たんもの ぼ ろ 

小胆 者 の 彼 は、 幸運に も 今までに 檻褸を ださずに やつ 

ね- ヒ 

てきた の だ。 これ は 僕が 妬み ごころ から 云う ので はな 

ヽ o 

レ 

力 力 まま.；". T1J 

柿 丘が、 あの 病気に 罹って その 儘 呼吸 を ひきとって 



しまったら、 彼の 競争者 は、 たちまち 飢えた る 虎狼の 

ごとくに 飛び かかって、 柿 丘の 地位 も 財産 もの こらず 

平げ てし まい、 その上に 不名誉な 背任の かずかずまで、 

有る こと 無い こと を 彼の 屍 の 上に 積み かさねた こと 

だったろう。 柿 丘秋郎 は、 その 間の 雰囲気 を、 十二分 

に 知っていた。 

(もうこれ は 駄目 だ。 最後の 覚悟 をしょう) とまで、 

ピンチ 

決心した 彼だった。 そのような 危機 を、 白 石 右 策 博士 

は 見事に すくった のだった。 柿 丘に して みれば、 博士 

に 救われた の は、 病気ば かりで はなく、 彼の 社会的 地 

位 も、 彼の 家庭 も、 彼の 財産 も、 ことごとく 博士の 手 



によって 同時に 救われた ことになる のだった。 博士の 

サナ トリ ュ— ム療院 から 退院 するとい う 日、 柿 丘 は 博 

さんぜん なみだ 

土の 足 許に ひれふして、 潸然 たる 泪 のうちに、 しばら 

く は 面 を あげる ことができない ほど だ つ た。 

柿 丘 秋 郎と白 石 博士との 両家 庭が、 非常に 親しい 

つきあい たん 

交際 をす るよう になった の は、 実にこう した 事情に 端 

を 発して いた。 
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この 二 組の 夫婦 は、 しばしば 一緒にな つてお 茶の 会 

をしたり、 その 頃 流行り 出した ばかりの 麻雀 を 四 人 

みうら みさき 

で 打ったり、 日曜日の 午後な どに は 三 浦 三 崎の 方面へ 

きょう 

ドラ イヴして は ゴルフに 興じた リ、 よその 見る 眼 も 

むつ ま 

睦 じい 四 人 連れだった。 しかしながら、 博士と 雪 子 

く. こ 

夫人と、 柿 丘と 呉子さん との 関係 は、 いつまでもそう 

単純で はあり 得な か つ た。 

そのこと を 始めて 僕が 知った の は、 或る 夏の 終り 近 

い 一 日だった。 雪 子 夫人に は、 博士との 間に どういう 

もの か 子種がなかった。 それで 多量の 閑暇 を もてあま 



こうし 

というの は 恐ろしい もので、 格子に ちょいと 手が かか 

ると、 僕 は い つ の 間に やら ガラ ガラ とや つ てし ま つ て、 

気の ついた ときには、 茶の間の 座蒲団の 上に チョコ ナ 

ンと胡 坐 を かいている という 有様だった。 しかし 僕 は、 

柿 丘 邸の 玄関と 茶の間と 台所と 彼の 書斎と、 僕が 泊る 

ときにはい つも 寝床 をと つ て もらう， ，- とに なって いる 

はなれざしき 

離 座敷との 外に は、 立ち入らぬ 様に きめていた。 しか 

さ ベ にもよう 

し、 たった 一度、 眼 も 醒める ような 紅 模様の フカ フカ 

まつびる 

する 寝室の 並んだ 夫妻の ベ ッド • ル— ムを 真昼の こと 

のぞ 

だから 誰も 居ない だろうと 思つ て視 きに 行き、 しかも 

失敗した こと は あるが、 まァ そのような 話 は、 しない 



方が いいだろう。 

さて、 その 夏の 或る日の ことだった。 

僕 は 講習会で、 つまらぬ 講義 をす ませてから (その 

講習会に、 例の 牝豚 夫人が 参加して いた こと は 云う ま 

でもない)、 その 夜のう ちに、 一 寸 読んで 置きたい 本が 

しょだな か 

あつたので、 その 本が 柿 丘の 書棚に ある こと を 兼ねて 

眼 をつ けて おいた もの だから、 今日は 行って 借りて こ 

あざぶ ほんむら ちょう か 

ようと 思い、 麻布 本 村 町に ある 彼の 柿 丘 邸に 足 を 向け 

たのだった。 

はきもの 

玄関 を ガラリ と 開ける と、 僕 はいつ も 履物 を 見る 習 

慣 があった。 並んで いる 履物の 種類に よって、 在宅 中 



の 顔触れ も 知れ、 その上に 履物の 主の 機嫌が よい か、 

それとも 険悪 かぐらい の 判断が つくので あった。 その 

日の 玄関に は、 一足の 履物 も 並んで 居なかった。 では、 

おん 大 始め 夫人まで、 まだ 海辺から 帰って いないの だ 

なと 思った ことだった。 

それなら、 ソッと 上り こんで、 茶の間で 昼寝 をして 

いるか も 知れない 留守 女中のお 芳を 吃驚 させて やろう 

あしおと 

と 思って、 跫音を 盗ませて 入って いったの だった。 と 

ころが 茶の間に はお 芳の 姿が 見えなかった ばかり か、 

勝手元 までが ピッ シャリ 締めて あり、 座蒲団の 位置 も 

キ チンと 整頓して いて、 シャ— ロック. ホ— ムズ なら 



が、 およそ 人間が、 こういう 機会に ぶっかる ことがあつ 

たなら、 十 人が 十 人 (悪い ことと は 知りながら) と 

一 fn 訳け を 吾れ と 吾が 心に 試みながら、 そっと 他人の 秘 

密を盗 みぎき する も のな ので ある。 僕の 場合に 於 て も、 

たちまち 全身 を 好奇心に ほてらせながら、 小さい 冒険 

の 第一 行動 をお こした ことだった。 ああ、 しかし それ 

は 何と いう 大きい 衝動 を 僕に あたえた こと だ つたろう。 

話し声の 一 人 は 柿 丘秋郎 にち がいなかった けれど、 も 

う 一 人の 話し相手 は 呉子さん ではなく、 なんと それ は 

白 石 博士 夫人 雪 子 女史 だ つたで はない か。 

いちは や ひるがえ 

勝手 を 知った 僕 は、 逸早く 身 を 飜 して、 書斎の 力— 



ナま 、 

なにやら、 せり 合うよう な 気配。 

「暴力に 訴えな さるので すか (と キリリと した 雪 子 夫 

こわね 

人の 声音、 だが 語尾 は 次第に 柔か にかわる) まァ 男ら 

しく もない」 

「でも 今 を 置いて は、 機会 は 容易に 来ない のです から」 

「あたし は、 貴下の 御 希望に 添う 気持 は、 一 生 ありま 

せん。 貴下 も 神に 仕える 身で ありながら、 まだ 生れな 

せいれい みず か や み 

いにしても、 一つの 生 霊 を 自ら 手 を 下して 暗闇から 

暗闇に やって しまう なんて、 残酷な 方！ ああ、 人 殺 

し ：：： 」 

「大きい 声 をし ないで 下さい。 どうして これ だけ 僕が 



血液型 を 検査 すれば、 それが 誰の 胤で あるか 位 は、 何 

あなた うさく 

の 苦 もな く 判って よ、 それに 貴方 は 右 策と は 切っても 

ンゅ *,J ゝ 

切れない 患者と 主治医じゃありません こと。 あなたの 

かくたん とつ 

血液型なん かその 喀痰から して、 もう 夙く の 昔に 判つ 

て いる ことで しょうよ」 

「ああ、 それで は 貴女 はこれ からどう しょうと いうの 

です。 この 僕 を どんな 目に 遭わせよう とする のです」 

「あたし は、 貴方との 間にで きた 坊や を、 大事に 育て 

たいんで す。 あたし は、 もうす つかり 決心して いるの 

うさく 

よ。 右 策が この ことに 気付いた とき は、 出て 行けと い 

うなら 出て 行く し 刑務所へ 送り こんで やろうと いうな 



ら送リ こまれ もす る。 しかしい つか、 あたし は 自由の 

身と なって、 坊やと 二人で 貴方が あたしの ところへ 

帰つ てく るの を 待 つんです」 

「ゥン 判った。 さて は 生れる 子供 を 証拠に して、 僕の 

財産 をす つかり 捲き あげようと いうの だな。 金なら や 

らぬ こと もない。 だが、 交換条件 だ、 その 胎児 を XX 

しま つ て 下さい」 

「ほほ ほ、 そうう まく は 行きません ことよ。 お金より 

も 欲し いのは 貴方です。 この 子供が 生きて いる 間 は、 

貴方 は あたしの 懐 から 脱け だす ことができな いんで 

きずつ 

すわ。 あたし は、 あなたの 地位 を 傷け なくて すむ もつ 



と、 跣 足で 往来へ 飛び だした のだった。 
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その後、 柿 丘秋郎 と、 白 石 博士 夫人 雪 子と は、 すく 

なくと も 外見 的に は、 大変 平和そう に 見えた。 室内に 



レコ— ドを 掛けて、 柿 丘と 雪 子と が 相 抱いて 踊り はじ 

あからがお たす 

める と、 赭顔の 博士 は、 柿 丘 夫人 呉子さん を援 けて お 

あざ や 

こして、 鮮 かな ステップ を 踏む のだった。 



子 夫人が、 全く 気の つかない うちに、 それ は 手術で あ 

ると も、 彼の 持った 毒物で あると も 感付かな いように、 

極めて 自然に こと を は y y ばなければ ならな いのだった。 

それ は、 いかに 歙智 にたけ た 彼に とっても、 容易な こ 

とで 解決で きる 謎ではなかった。 

だが 幸運なる 彼 は、 とうとう 非常にうまい 方法 を 知 

る ことができた。 

それ は、 物体の 振動 を 利用す る 方法だった。 いま ド 

ロッ ブスの 入って いた 空き缶の 蓋 を 払いの けて 底に 小 

さな 孔を あけ、 そこに 糸 を さし 入れて 缶 を 逆さに 釣り、 

じく 

鉛筆の 軸 かなに かで コ —ンと 一 つ 叩いて みるがいい。 



上で、 最初の 缶 を 思いき り 強く 叩く ので ある。 すると 

たちまち 大きい 音が する であろうが、 音が した 上で、 

手で もって その 缶 を 握って 振動 を 止める ので ある。 そ 

のとき 耳を澄ませて 聴くならば いま 叩いた 缶 は 手で お 

さえて 振動 をと どめた にも拘らず、 それと 同じよう 

な 音色 〔# 「音色」 は 底本で は 「音 音 匕 の 音が、 かな リ強 

くきこえ るで はない か。 はて、 その 音 は、 何処で 鳴つ 

ている のだろう か。 

よく 気をつけて みる なれば、 あとから 糸 をつ けて 釣 

るした 叩き もしない ドロップの 缶が、 自然に グヮ ー ン 

きょうめい げんしょう 

と 鳴って いるので ある。 これ を 共鳴 現象と いうが、 



どの位、 時間が 経った のか。 彼が 再び 気がつい たと 

きに は 室内に 白 石 夫人の 姿 は 最早 見えなかった。 

と かく まさか 

(兎に角、 うまく 行った。 真逆、 なにがなんでも、 音 

響 振動で 夫人に 堕胎 を させた と は、 気がつくまい。 胎 

児 さえ 流れて しまえば、 もうこ ちらの もの だ。 おい 柿 

丘、 お前の 勝利 だぞ。 一 つ 大きい 声で 愉快に 笑え！) 

そう 自分の 心 を 激励した ものの、 声 を 出そうと して 

も、 胸が 抑えつ けられる ようで、 思うよう に はなら な 

かった。 気がつく と、 咽喉の 下 あたりと 思われる あた 

かぼちゃ つか 

りに、 何 か 南瓜の ような ものが 閊 える ようで、 気持が 

あ 一 」 

わるかった。 そいつ を 吐こうと 思って、 顎 を グッと 前 



に 伸ばす 途端に、 咽喉の 奥が 急に むず が ゆくな つて ェ 

せ ひざがしら 

ヘンと 咳いたら ば、 ドッと 温い ものが 膝頭の 前にと 

び 出して きた。 

し ま 

「こいつ は、 失敗った！」 

柿 丘 秋郎に は、 普通の 眼に は 見えない 胸の 奥底が 

ハツ キリ 見えた。 そのうち にも、 あとから あとへ と激 

せき せんけつ 

しい 咳に 襲われ そのたび に ドッド ッと、 鮮血 を 吐き 散 

ちた ま 

らした。 柿 丘の 前の 血溜リ は、 見る見る うちに 二倍に 

ひろま 

なリ 三倍に なりして 拡 つて 行った。 それと ともに、 

なんとも 云えない HI やな、 だるい 気持に 襲われて きた。 

お さ 

すると、 全身が ガタ ガタと 震え だして、 いくら 腕 を 抑 



は いげき 

たので あるか。 生命 を かけて まで、 排撃した ので ある 

ゝ o 

力 

それにつ いて、 柿 丘 は 遂に 言葉 を つぎたす ことなく、 

ちょうせい なみだ 

二日 後に 長逝して しまった。 ここに 泪 なくして は眺 

める ことの 出来ない ものが ある。 それ は、 二十 年の 春 

すみぞめ 

を、 つい 此の間 迎えた ばかりの 呉子さん が、 早 ゃ墨染 

ほうむ 

の 未亡人と いう 形式に 葬られて、 来る日 来る 夜 を、 

じゃくめつ ちょうこん なみだ しぼ 

寂滅と 長 恨と に、 止め 度 もない 泪を 絞らねば なら 

なかった ことだった。 

ちから ぞ 

身寄りの すくない 呉子さん に、 何くれとなく 力添え 

をす る ことの 出来る の は、 僕 一人だった。 白 石 博士 も、 



「もう、 お 覚悟 はついた ことで しょうが、 柿 丘 秋郎殺 

あなた ほ， 7i- く 

害 犯人と して、 貴方 を 捕縛し ます。 令状 は、 ここにち や 

ん とあります」 

帆 村と 名乗る 私立探偵 は、 白い 紙 きれ を、 僕の 方に 

押し やった。 

「莫迦な こと を 云つ ちゃい かん」 

と、 僕 は 云った。 

「柿 丘 は 僕の 親友で も あり、 兄弟 同様の 仲なん だ。 怪 

しい 人物 は、 彼 をめ ぐる 女性た ちそれ から 藪医者なん 

か、 沢山 あるじ やない か」 

さしず 

「そんな こと は、 貴方のお 指図 をう けません。 知りた 



さいしん かかわ 

は、 細心の 注意 を 払った にも 係らず、 柿 丘 氏の 日記帳 

を 処分す る こと を 忘れて いた。 或いは、 貴方 はこの 日 

記帳 を 読んだ こと は あるの だが、 柿 丘 氏が、 あの こと 

について は、 ほんの ちょっぴり も 日記帳に 記述 を さけ 

ている の を 見て、 すっかり 安心され たの かも 知れ ませ 

んね。 

みのが 

だが、 この 私 は、 重大な 一行 を 見遁し はしなかった。 

それ は、 柿 丘 氏が 今年の 秋の 始めに、 日 X 生命の 保険 

医の 宅で、 正面から と 側面から との、 二 枚の レント ゲ 

ン 写真 を 撮 つたと いう 記事 だ つたので す。 

レ ントゲ ン 写真 は、 正面 又は 背面から 撮影す る もの 



であって、 けっして 側面から うつす ような もの じ やな 

い。 そこ を 私 は、 不審に 思った のです。 それから 私 は、 

あげく 

日 X 生命の 保険医 を 訪ねて、 いろいろと 絞った 揚句、 

貴方が あ の 保険会社 の 外交員と、 保険医と をう まく 買 

収 して、 あの 奇抜な レントゲン 写真 を とらせ、 その 種 

板 を 持って ゆかれた こと を 知りまして ねえ、 町 田 狂 太 

さん、 貴方 は、 正面と 横と から、 柿 丘 氏の 右 胸部に あ 

くうどう くわ 

る 大きい 空洞の 体積 を、 精し く 計算な すった のでした 

ね。 その 結果、 なんと 皮肉な ことに も、 柿 丘 氏の 結核 

しき ゅラ こう 

空洞 は、 白 石 博士 夫人の 子宮 腔の 大きさと、 ほぼ 等し 

い 大きさ をな して 居る こと を 発見した のです。 



方が、 計算 せられた 紙 ぎれ や、 また 柿 丘 氏に は 不合格 

ばく だ い 

にな つたと 思わせた 生命保険に、 貴方が 莫大な 保険金 

を 契約して、 柿 丘 氏 を 殺した あとで 巨額の 死亡 支払 金 

を 詐取した その 証拠 書類 やら を 発見 させて 頂きた いん 

です。 なに か、 私に 仰 有る ことはありません か」 

その 青年 探偵 帆村荘 六と 名乗る 男 は、 痛快に 僕の 正 

体 を 発いて しまった のだった。 

それから、 満ニケ 年の 歳月が 流れて、 公判の あとに 

公判が 追い かけ、 遂に 先頃、 大審院の 判決 も すんで、 

しょうそて つづ しょうそて つづ 

ここに 一 切の 訟訴 手続き 〔# 「訟訴 手続き」 は 底本で は 

そしょうて つづ 

「訟訴 手続き 匕 が 閉鎖され る ことにな つた。 それから 



底本" 「海 野 十三 全集 第 ー 巻 遺言状 放送」 三 一 書房 
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※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： t a k u 

校正 ： 土屋隆 

2 oo 7 年 8 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



